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み
ん
な
で
守
ろ
う
！
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の
意
見
交
換
会
」
や
全
市
的
な
「
遊
休

農
地
の
調
査
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

遊
休
農
地
調
査
報
告

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
六
月
か
ら

今
年
の
三
月
ま
で
、
農
業
振
興
地
域
を

除
く
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
対

象
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
遊
休
農
地

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
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こ
の
た
め
、
農
地
の
所
有
者
三
一
八

名
（
市
内
二
五
八
名
、
市
外
六
〇
名
）

の
方
に
、
良
好
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

四
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙

で
議
会
推
薦
の
三
名
の
農
業
委
員
の
方

が
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。
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加藤武央委員戸村節子委員松永修巳委員
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一
九
年
度
農
業
関
係
予
算

ブ
ラ
ン
ド
支
援
な
ど
新
規

　

平
成
一
九
年
度
の
市
川
市
予
算
が
、

三
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
農
業
関

係
で
は
、
い
ち
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
（
千
葉

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
産
地
づ
く
り

支
援
事
業
）
な
ど
新
規
事
業
を
含
め
、

総
額
二
億
九
千
九
百
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
農
業
委
員
会
の
事
務

と
し
て
、
本
年
度
は
三
年
に
一
度
の
「
標

準
小
作
料
の
見
直
し
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
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一
八
年
度
農
業
委
員
会

事

業

実

績

報

告

　

農
業
委
員
会
は
、
平
成
一
八
年
度
に

お
い
て
、
農
地
転
用
や
農
地
の
権
利
移

動
な
ど
農
地
事
務
の
ほ
か
、「
農
業
者
と

介

紹

員

委

業

農

新
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岡
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節
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桂
治

松
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修
巳

松
丸　

武
夫

松
丸　

裕
紀

柗
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房
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三
　

孝
夫

三

二
三
男

渡
邊　

和
昭

暑中お見舞い申し上げます

市 川 市 農 業 委 員 会
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補
助
金
を
活
用
し
よ
う
③

　

市
の
農
業
補
助
金
に
つ
い
て
前
号

に
続
き
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○ 

防
鳥
網
等
設
置
事
業

　

防
鳥
網
等
を
設
置
す
る
市
内
の
梨

生
産
者
に
対
し
て
、
当
該
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
額

○ 

薬
飛
散
防
止
施
設
設
置
事
業

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
食
品
衛
生
法

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
が
導
入
さ

れ
て
、
農
薬
の
残
留
基
準
値
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
飛
散
防
止
対

策
に
係
る
施
設
の
設
置
を
す
る
こ
と
。

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
市
長
が
必
要
と
認
め
る
額

問
い
合
わ
せ
先

市
川
市
役
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農
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産
課

電
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三
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）
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三
四
二

市
川
市
農
協
経
済
セ
ン
タ
ー

電
話　

（
三
三
八
）
三
五
〇
〇

　平成１８年度農業委員会活動実績

会議開催状況

総会（定例委員会） 総会１２回 農地・農政付託調査等 ３３回

農地の権利移動（農地法第３条）

所有権移転

許可権者 件　数 田 畑 計 総計

県 知 事 ２件 0a 43a 43a
306a

農業委員会 ７件 103a 160a 263a

耕作権設定

許可権者 件　数 田 畑 計 総計

県 知 事 0件 0a 0a 0a
0a

農業委員会 0件 0a 0a 0a

農地の転用

権利移動を伴わない転用（農地法第４条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

調 整 区 域 知 事 許 可 23 件 102a 42a 144a
980a

市街化区域 市 届 出 119 件 242a 594a 836a

権利移動を伴う転用（農地法第５条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

調 整 区 域 知 事 許 可 50 件 331a 104a 435a
1,481a

市街化区域 市 届 出 347 件 389a 657a 1,046a

貸借権の解約（農地法第 20 条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

解約の申入れ 知 事 許 可 0件 0a 0a 0a
151a

合 意 解 約 市 通 知 18 件 26a 125a 151a

相続税の納税猶予

対象者数 (平 19.1.1 現在 ) 312 人 平成 18 年度中の申請件数 ３件

農業委員会委員選挙人名簿（平 19.1.1 調製）		 　	農地所有状況（平 18.8.1 現在）

有権者世帯 有権者数 男 女 申告世帯数 田 畑 計

７７５ 1,831 人 945 人 886 人 ９３８ ９４ha ５５９ha ６５３ha
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市
役
所
農
水
産
課
か
ら

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

　

回
収
処
理
に
つ
い
て

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
河
川
や
山
林
等

へ
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
を
す
る
と
法

律
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
済
み
の
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
千
葉
園
芸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
株

式
会
社
（
千
葉
県
・
県
内
市
町
村
・
全

農
千
葉
等
が
出
資
し
た
企
業
）
で
再
生

処
理
し
て
サ
ン
ダ
ル
や
床
材
等
に
し
て

い
ま
す
。

　

市
川
市
で
も
毎
年
一
斉
回
収
を
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
十
月
頃
に
希
望
調

査
を
し
て
十
二
月
上
旬
に
回
収
す
る
予

定
で
す
。

　

適
正
な
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
と
処
罰

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
産
地
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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お

知

ら

せ

編

集

後

記

　

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

　

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業

会
議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め

の
情
報
誌
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、

他
の
制
度
に
は
無
い
農
業
者
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
制
度
で
す
。

　

一
定
の
要
件
が
あ
れ
ば
国
か
ら
保
険

料
助
成
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
若
し
く
は
Ｊ
Ａ

市
川
市
へ
ど
う
ぞ
。

　

雑
草
の
除
去
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
は
、
昨
年
一
年
間
を
か

け
て
市
内
の
遊
休
農
地
の
調
査
を
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
に
も
と
づ
い

て
土
地
所
有
者
の
方
に
草
刈
り
等
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

何
十
年
も
放
置
し
て
、
自
分
の
土
地

の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
方
や
遠
方
の
土
地
持
ち
非
農
家
の
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
の
雑
草
は
、
近
隣
の
農
地

に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
不
法

投
棄
や
残
土
の
投
げ
込
み
、
枯
草
か
ら

の
火
災
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
苦
情
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
心
当
た
り
の
あ
る
土
地
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
た
ま
に
見
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○　

事
務
局
の
人
事
異
動　

○

　

４
月
１
日
付
け
で
農
業
委
員
会
事
務

局
の
定
期
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

転
入　

事
務
局
長　

會
田　

吉
男

　
　
　
　
　
　

（
教
委
生
涯
学
習
部
長
）

　

退
職　

事
務
局
長　

斉
藤　

久
義

　

昨
年
は
、
世
界
の
穀
物
市
場
価
格
が

急
上
昇
。
そ
の
原
因
は
？

　

ま
ず
、
地
球
温
暖
化
対
策
か
ら
環
境

問
題
と
や
ら
で
バ
イ
オ
燃
料
な
る
も
の

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
さ
と
う
き
び
栽
培
が
増
え
、
な
ぜ
か

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の

値
段
も
ア
ッ
プ
し
た
。
我
が
国
で
も
エ

タ
ノ
ー
ル
混
合
の
ガ
ソ
リ
ン
が
登
場
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控

え
、
急
激
な
経
済
発
展
を
遂
げ
る
お
隣

の
中
国
。
世
界
の
工
場
が
集
中
し
、
だ

い
ぶ
農
地
が
つ
ぶ
さ
れ
た
そ
う
な
。
お

ま
け
に
工
業
化
に
よ
る
国
民
所
得
の
向

上
は
、
食
生
活
に
変
化
を
与
え
、
穀
物

か
ら
肉
食
中
心
に
。
家
畜
の
え
さ
は
穀

物
だ
か
ら
問
題
は
深
刻
。

　

そ
ー
い
え
ば
、
マ
グ
ロ
の
値
段
も
上

が
っ
た
な
ー
。
と
こ
ろ
で
ウ
チ
の
農
作

物
の
値
段
は
、
い
つ
上
が
る
？
？
？

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

岡
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柗
丸　
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雄


